
第181回 新潟産科婦人科集談会

日　時：平成31年 2 月17日（日）
　　　　15時15分より
会　場：�新潟大学医学部有壬記念館

2階大会議室

主催
新潟産科婦人科学会
新潟県産婦人科医会
新潟県臨床細胞学会

新潟大学医学部産科婦人科学教室同窓会

後援
新潟県医師会

【一般演題演者の先生方へ】
⑴　発表形式はPCプレゼンテーションとします。Windows版Powerpointあるいは
Macintosh版Powerpointで作成し，動作確認したファイルを用意して下さい。ス
ライドファイルを 2月13日（水）までに事務局までe-mail添付文書またはUSBメ
モリーに保存して郵送にてお送り下さい。（ご自身のPCでの発表はできません。）

⑵　発表予定の先生は，来場確認のため発表30分前までに受付においで下さい。
⑶　発表時間は 7分，質疑は 3分です。時間の厳守をお願いします。
⑷　一般演題の演者の先生は，400字内の抄録を提出して下さい。

【お知らせ】
⑴　学術集会参加による研修出席証明シール（10単位）の発行に代わり，「e医学会
カード」による研修出席証明を行いますので，日本産科婦人科学会所属の先生は
「e医学会カード」をご持参下さい。

⑵　特別講演が産婦人科領域講習 1単位に認定されます。
　　特別講演開始の10分前より認定講習の参加受付を「e医学会カード」で行います。
　　開演時間10分を過ぎた場合，聴講は可能ですが単位は付与されませんので，ご了
承下さい。

⑶　産婦人科医会所属の先生は医会シールを発行しますので，所属・名前をご記入の
上，お受け取り下さい。

⑷　細胞検査士資格更新単位申請予定です。
　　細胞検査士の方は細胞検査士カードを持参して下さい。
⑸　臨時託児ルームを15時00分～集談会終了時まで有壬記念館 1 F会議室内に開設い
たします。

　　利用料金はお子様 1名につき1,000円です。
　　利用希望の方はお子様の人数，名前，年齢，性別，託児希望時間を下記メールア
ドレスまでご連絡下さい。

⑹　西門（赤門の先）より入る駐車場が利用可能です。（12時より）
　　ゲートが開放されていますのでそのままお入り下さい。

連絡先：新潟大学医学部産科婦人科学教室学術係
TEL：025－227－2320，2321
FAX：025－227－0789
e-mail：obgyjimu@med.niigata-u.ac.jp



■集談会
○第 １群	 15：15−15：55	 座長：生野　寿史

1 ．帝王切開瘢痕症候群に対し子宮鏡手術後に妊娠に至った一例
	 済生会新潟第二病院　産婦人科
	 	 ○新井　龍寿，廣川眞由子，山田　京子，芹川　武大，藤田　和之，長谷川　功，
	 	 　吉谷　徳夫

２ ．促進分娩後，産褥期に脳出血をきたした一例
	 上越総合病院
	 産婦人科
	 	 ○廣川哲太郎，小幡　宏昭，黒澤めぐみ，相田　　浩
	 神経内科
	 	 　鈴木　　隆
	 初期臨床研修医
	 	 　藤井　美里

3 ．妊娠22週未満の破水症例の検討
	 長岡赤十字病院　産婦人科
	 	 ○菅井　駿也，佐藤彩恵子，斎藤　宏美，松本　賢典，南川　高廣，水野　　泉，
	 	 　安田　雅子

4 ．卵子提供後妊娠において妊娠初期から出血を繰り返した副胎盤を
伴う嵌入胎盤の一例

	 1 ）新潟市民病院
	 ２ ）新潟大学医歯学総合病院
	 ３ ）佐渡総合病院
	 	 ○倉林　　工１），山本　寛人１）２），小川裕太郎１）３），為我井加菜１），齋藤　強太１），
	 	 　上村　直美１），森川　香子１），常木郁之輔１），田村　正毅１），柳瀬　　徹１）

○第 ２群	 16：00−16：30	 座長：関根　正幸

5 ．卵巣癌に対するドキシルの有効性の検討
	 長岡中央綜合病院　産婦人科
	 	 ○安田　麻友，川浪　真里，戸田　紀夫，横田　有紀，古俣　　大，加勢　宏明

6 ．当院で治療した顆粒膜細胞腫14例の検討
	 新潟県立がんセンター新潟病院　婦人科
	 	 ○吉田　邦彦，髙橋宏太朗，横尾　朋和，菊池　　朗

7 ．県立中央病院10年間のG-CSF産生腫瘍の考察
	 新潟県立中央病院
	 産婦人科
	 	 ○大野　正文，奈良本葉月，沼田　雅裕，有波　良成
	 病理診断科
	 	 　酒井　　剛，本山　悌一

−情報提供−

16：35−16：55

「新規PARP阻害薬治験への症例紹介のお願い」

新潟大学医歯学総合研究科　産科婦人科

西野　幸治，西川　伸道，関根　正幸，榎本　隆之

−特別講演−

平成30年度子宮癌検診セミナー

17：00－18：00	 座長：榎本　隆之

「科学的根拠に基づく子宮頸がん検診ガイドライン更新版について」

国立がん研究センター　社会と健康研究センター　検診研究部　部長

中山　富雄　先生
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